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編
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⑴
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
の

　
　
　
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
を
含
む
高
知
県
全
域
で
は
、

次
の
南
海
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
を
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安

心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
河
川

管
理
施
設
・
海
岸
保
全
施
設
・
津
波

避
難
施
設
の
整
備
ほ
か
震
災
対
策
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
３
項
目

を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑵
防
災
会
議
に
女
性
の

　
　
　
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

　

中
央
防
災
会
議
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津

波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
が
取

り
ま
と
め
た
報
告
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ
の
配

慮
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

よ
っ
て
、
防
災
会
議
に
女
性
の
視

点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
中
央
防
災

会
議
に
少
な
く
と
も
３
割
以
上
の
女

性
委
員
を
登
用
す
る
こ
と
や
、
地
方

防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を
積
極
的
に

登
用
す
る
た
め
、
有
識
者
枠
を
設
け

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
を
速
や
か
に
行
う
こ
と

を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑶
円
高
か
ら
中
小
企
業
を
守
る

　
　
　
　
　
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

欧
州
経
済
の
混
乱
や
米
国
経
済
の

低
迷
な
ど
を
原
因
と
し
て
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
円
高
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
日
本
企
業

の
国
際
競
争
力
の
低
下
か
ら
、
特
に

中
小
企
業
の
経
営
悪
化
や
雇
用
の
喪

失
、
さ
ら
に
は
国
内
産
業
の
空
洞
化

が
予
測
さ
れ
る
。

　

円
高
か
ら
中
小
企
業
を
守
る
対
策

と
し
て
、
負
担
転
嫁
や
ダ
ン
ピ
ン
グ

防
止
な
ど
、
下
請
い
じ
め
の
監
視
・

防
止
策
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
３
項

目
を
、
迅
速
か
つ
適
切
に
実
施
す
る

よ
う
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑷
国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る

　
　
　
　
各
種
基
金
事
業
の
継
続
を

　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

　

安
心
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
医

療
や
介
護
の
充
実
、
子
育
て
支
援
の

強
化
な
ど
に
対
す
る
各
種
基
金
制
度

が
設
け
ら
れ
、
地
方
自
治
体
の
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
多
く
が
今
年
度
限
り
で

終
了
す
る
。

　

特
に
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
基
金
な
ど

各
種
基
金
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
関

係
者
か
ら
事
業
継
続
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
お
り
、
国
民
生
活
の
安
心

と
向
上
を
図
る
上
か
ら
も
、
こ
う
し

た
基
金
お
よ
び
基
金
事
業
の
継
続
を

政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑸
災
害
に
強
い
日
本
の
構
築
に

　
　
　
　
向
け
た
社
会
資
本
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
、
集

中
的
か
つ
計
画
的
な
社
会
資
本
整
備

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
災
害

時
を
想
定
し
た
社
会
資
本
整
備
に
係

る
公
共
投
資
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
の
責
任

と
し
て
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
学
校
施
設
の
防
災
機
能

向
上
の
た
め
の
環
境
整
備
を
充
実
し

つ
つ
、
公
立
学
校
耐
震
化
を
加
速
度

的
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
４
項
目
を

政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑹
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

　
　
　
　
　
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

近
年
の
野
生
生
物
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、

農
村
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
き
か
ね

な
い
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
生
息
域
の
拡
大
を
続
け
る

野
生
生
物
に
よ
る
被
害
防
止
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

の
被
害
防
止
活
動
な
ど
、
対
策
の
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
が
行
う
被

害
防
止
施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
の

充
実
な
ど
４
項
目
の
実
施
を
政
府
に

強
く
要
望
す
る
。

⑺
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

　
　
参
加
表
明
に
抗
議
す
る
意
見
書

　

野
田
総
理
は
11
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
を
事
実
上
表
明
し
た
が
、
交
渉
参

加
に
当
た
っ
て
は
国
民
的
議
論
が
全

く
熟
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
参

加
表
明
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
拙
速

の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。

　

与
野
党
を
問
わ
ず
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の

拙
速
な
参
加
表
明
に
は
慎
重
な
意
見

が
続
出
し
、
地
方
議
会
で
も
交
渉
参

加
に
反
対
す
る
意
見
書
が
相
次
い
で

可
決
さ
れ
る
中
、
政
府
が
交
渉
参
加

に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾

で
あ
り
、
本
議
会
は
政
府
の
交
渉
参

加
表
明
に
断
固
抗
議
す
る
。

⑻
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全

　
　
　
　
　
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　

衆
議
院
や
参
議
院
、
政
府
機
関
を

狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
わ
が
国
の
重
要
な
情
報
が

海
外
に
流
出
す
る
こ
と
は
国
益
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
国
民
の
不
安
は

こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す

る
国
民
の
安
心
、
安
全
を
守
る
た
め
、

国
家
と
し
て
の
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
、
情
報
保
全
の
基
本
戦
略
を
早
急

に
構
築
す
る
こ
と
な
ど
４
項
目
の
積

極
的
な
実
現
を
国
に
強
く
求
め
る
。

⑼
社
会
保
障
に
お
け
る

　
　
地
方
単
独
事
業
に
配
慮
し
た

　
　
　
　
税
財
制
改
革
等
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

　

現
在
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て
は
、

12
月
定
例
会
に

提
出
し
た

意　

見　

書
（要　旨）

⑴
〜
⑹
は
全
員
賛
成
で
、

⑺
〜
⑼
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

⑽
〜
⑿
は
否
決
し
ま
し
た
。

年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
支
援

の
各
制
度
改
革
と
、
そ
の
財
源
と
な

る
消
費
税
増
税
を
柱
と
し
た
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
関
す
る

協
議
が
進
ん
で
い
る
が
、
年
金
以
外

の
社
会
保
障
制
度
の
運
用
主
体
は
地

方
自
治
体
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
税
制
改
正
の
際
に
は
、

地
方
単
独
で
実
施
し
て
い
る
社
会
保

障
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
に
鑑
み
、
安

定
し
た
地
方
財
源
の
確
保
を
念
頭
に

制
度
設
計
を
行
う
こ
と
な
ど
２
項
目

の
実
現
を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑽
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の

　
　
　
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

⑾
原
子
力
発
電
所
の
警
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

⑿
高
知
短
期
大
学
の
存
続
を

　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

　

市
長
選
挙
後
、
最
初
の
定
例
会
と

な
り
、
総
勢
21
人
が
各
会
派
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

新
図
書
館
、
消
防
署
の
建
設
や
庁
舎

の
建
て
替
え
、
旭
地
区
の
区
画
整
理

な
ど
大
き
な
事
業
の
規
模
が
示
さ
れ
、

将
来
の
高
知
市
の
都
市
格
が
問
わ
れ

る
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
議
員
の
チ

ェ
ッ
ク
す
る
役
割
が
一
層
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

が
ん
ば
り
ま
す

　
　
　
　
　
　

（
議
会
広
報
委
員
）

か
ん
が

！


